
令和８年度デジタルデバイド対策事業業務委託に係るプロポーザルに関する質問及び回答 （令和8年7月7日　更新）

No. 該当資料名 頁 該当項目 質問内容 回答内容

1
令和8年度デジタルデバイド対策
事業業務委託提案公募実施要領

7
１１契約の締結
（２）契約保証金

当団体は、過去に貴市の「デジタルデバイド対策事業」を受託し、誠実に契約
を履行しました。このような過去の同種業務の履行実績は、同規則第24条に定
める契約保証金の免除要件（過去の同種契約の履行実績等）に該当するという
認識でよろしいでしょうか。
また、免除対象として認められる場合、実績を証明するためにプロポーザル提
案時あるいは契約締結時に、別途添付・提出が必要な書類（過去の契約書の写
しや履行証明書など）がございましたら、併せてご教示いただけますと幸いで
す。

高松市契約規則第24条第4号では、「契約者が、過去２年の間に国（独立行政法人及び公社を含む。）又
は地方公共団体と種類及び規模をほぼ同じくする契約を締結し、これをすべて誠実に履行し、かつ、契約
を履行しないこととなるおそれがないと認められるとき。」と定めています。したがって、実績があるこ
とに加え、契約を履行しないおそれがないと本市が認めた場合にのみ、契約保証金の免除が可能となりま
す。免除対象として認められる場合の追加提出書類はございません。

2
令和8年度デジタルデバイド対策
事業業務委託仕様書

1.3

３ 業務の内容（２）支
援する地域コミュニティ
協議会数

４ スケジュール

仕様書「４ スケジュール」にて、6月頃に「アンケート結果を元に対象地区絞
込み」を実施されている旨を拝見いたしました 。
本業務のプロポーザル提案にあたり、地域の実情に応じたより具体的かつ実効
性の高い支援体制（講師派遣や行事開催支援等）を検討したいと考えておりま
す。つきましては、現時点で絞り込まれている新規支援の「候補地区（事前絞
込み地区）」の具体的な名称、あるいは候補地区に共通する特性・課題の傾向
（例：特定の地域課題がある、高齢化率が高いなど）について、現時点で開示
可能な範囲でご教示いただけますでしょうか。
なお、仕様書「３ 業務の内容（２）」に記載の通り、最終的な対象地区の決
定は委託契約後に貴市と受託者間での協議を経て決定されるものと承知してお
りますが、提案の精度を高めるための参考情報としてお伺いする次第です。

スケジュールに記載のとおり、5月に全コミュニティ協議会へアンケートを実施し、その結果を元に対象
地区について検討中です。具体的な名称について現時点でお答えできることはございません。今年度候補
地区に共通する傾向としては、仕様書にも記載のあるとおり、地域コミュニティ協議会と住民のデジタル
化を後押しするために、協議会として、公式LINEの設置や活用、その他SNSを使った情報発信を希望して
いるところに注目しております。
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